
 

 

●男女共同参画に関する図書を紹介します。（６／１～30） 
場所：高岡市立中央図書館（ｳｲﾝｸﾞ･ｳｲﾝｸﾞ高岡２階）特設ｺｰﾅ- 

男女平等推進センター（ｳｲﾝｸﾞ･ｳｲﾝｸﾞ高岡６階）特設図書ｺｰﾅｰ 
 

●男女共同参画に関する取り組みを紹介します。 

場所：男女平等推進センターサロン 

「SDGs から考えるジェンダー平等」 

 

告 報 と き：４月８日（木） 

ところ：男女平等推進センター 
内 案 男女共同参画週間 ６／23（水）～29（火） 

 

富山県男女共同参画推進員高岡連絡会 総会 

男女平等推進センター活動登録団体 

・グループ懇談会 

★男女共同参画週間とは・・・ 

男女共同参画社会基本法（平成 11 年 6 月 23 日公布・施行）の目的や基本理念について理解を深める

ために設けられた週間です。この間、全国で男女共同参画を推進するための様々な取り組みが行われます。 

最近耳にする機会が増えた SDGs（持続可能な開発目標）は、「誰一人取り残さない」

持続可能でよりよい社会の実現を目指す世界共通の目標です。 

今回は、その 17 のゴール（目標）の一つである『ジェンダー平等を実現しよう』に 

ついて、一緒に考えてみましょう。 
 

日 時：６月 2６日（土）10：00～11：30 

場 所：高岡市男女平等推進センター 会議室 

講 師：大工原 ちなみさん（富山大学人文学部教授） 

受講料：無料 

【申込・問合先】高岡市男女平等推進センター 

電話：20-1810 FAX：20-1815 

メール：gec@city.takaoka.lg.jp 

託児（無料） 

満１歳以上就学前のお子さん 

託児申込締切：６月 1１日（金） 

 

情報ライブラリー 

中央図書館 

お薦めの本 

 

告 報 高岡市庁内 DV 対策関係課会議 

各課の DV 相談受付状況や課題について意見を交わしました。迅速かつ適切な被害者支

援のための全庁的連携と情報共有の徹底、二次被害（※）の防止、通例にとらわれない柔軟

な対応の必要性等について話し合いました。 

今後も市が一丸となり、被害者の立場に立った切れ目のない支援に努め、「暴力を許さな

い高岡ネットワーク」を推進していきます。 
 

※二次被害…被害者が支援される過程において、支援者が DV について十分理解していなかったり、被害者の

話をきちんと聴かないで判断したりすることにより、被害者をさらに傷つけてしまうこと。 

 

と き：４月２７日（火） 

ところ：市役所本庁舎会議室 

富山県男女共同参画推進員とは、家庭・職場・地域など、社会のあらゆる分野に存在する

問題を解決し、地域社会との連携を深めながら、男女共同参画を推進するために富山県知事

から依頼された方々です。高岡市では 2５地区から 5０名の推進員が活動しています。 

男女共同参画を地域において実践するために、各地区において推進員が企画・実施する

「ミニ地区懇談会」を開催いたします。 
 

≪ミニ地区懇談会 ～木津・南条地区～≫ 

日 時：７月 1８日（日）10：０0～11：３０ 

場 所：木津公民館 

内 容：男女共同参画ってなぁ～に？ 

講 師：酒井 栄朗（高岡市男女平等・共同参画課） 

※他の地域の懇談会については、男女平等推進センターまでお問い合わせください。 

ジェンダー平等を実現するには 

どうすればいいの？ 

SDGs てなに？ 

告 報

「女性発の働き方改革で男性も変わる、企業も変わる」 
小島 明子 著（経営書院 2018 年 4 月発行） 

 ここ数年「働き方改革」という言葉が広く浸透するようになり

ました。これまで働く女性たちは、家事や時間に制約のある中、

工夫して仕事のやり方を作り上げ、それぞれの「働き方」を創出

してきたといえます。リモートワークや副業、再就職など、豊富

なロールモデルが紹介された 1 冊です。      

と き：４月２８日（水） 

ところ：男女平等推進センター 

 

告 報 

各界各層からの参加者で構成される男女平等推進センタ

ーネットワーク会議を開催しました。それぞれの立場での

様々な観点から、令和３年度のセンター事業であるセンター

企画講座、ＤＶの未然防止や被害者への支援、男女平等ＥＸ

ＰＯ高岡２０２１や粋メンプロジェクト事業などについて

意見や助言をいただきました。 

と き：５月２7 日（木） 

ところ：男女平等推進センター 

各団体の日頃の活動紹介や情報交換、市の取り組みやセンター事業の報告を行ない、登

録団体間の連携について皆さんと一緒に考えました。    

 

皆さんからは、「センターをより多くの方に周知

し、活用してもらうためにも、登録団体が一緒に

なって取り組みたい」など、多くの方からＥフェ

スタにも参加、協力したいというご意見をいただ

きました。 

 

センターを活動登録団体の活動拠点施設として一層活用してもらい、団体相互の連携を

深めるため、企画講座などセンター事業への積極的な参加を呼びかけました。 

 
また、平成 17 年からＥネット主催で毎年開催してきた「Ｅフェスタ」について、Ｅネ

ットの構成団体数が減少傾向にあることなどから、今後の開催方法等について話し合いま

した。 


